
グリーン成長戦略　2050年カーボンニュートラルの実現

出所：内閣官房 成長戦略会議事務局「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長 戦略」
（資料1）p.6, 成長戦略会議 第6回、2020年12月25日

2018年
10.6億トン

運輸
1.5億トン

産業
3.3億トン

民生
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）（ 今後議論を深めていくための参考値。

今後、以下に限定せず複数のシナリオ分析を行う
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カーボンニュートラル：
日本の課題と望ましき対応

昨
年
の
10
月
末
、
菅
義
偉
首
相
は
、
臨
時
国
会
の
冒
頭
の
所
信

表
明
演
説
に
お
い
て
、「
2
0
5
0
年
ま
で
に
、
ネ
ッ
ト
・
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
を
、
森
林
な
ど
に
よ
る
吸
収
量
を
差
し
引
い
て
全
体
と

し
て
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
）を
目
指
す
」と
宣
言
さ
れ
た
。
そ
れ
以

降
、
実
現
に
向
け
て
、
官
民
あ
げ
て
の
準
備
体
制
が
整
え
ら
れ
つ

つ
あ
る
。

経
済
産
業
省
は
、
そ
の
2
週
間
ほ
ど
前
に
、
第
6
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
策
定
を
準
備
す
べ
く
、
基
本
政
策
分
科
会
に
お
け

る
審
議
を
始
め
て
い
た
。
今
回
は
、
ま
ず
2
0
5
0
年
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス
を
考
え
て
、
そ
こ
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
手
法

で
2
0
3
0
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス
を
見
直
す
と
し
て
い

た
。
2
つ
の
動
き
は
、
当
然
呼
応
し
た
も
の
と
は
い
え
、
い
わ
ば
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
議
論
の
方
向
性
を
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
議

論
は
速
や
か
に
深
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

現
行
の
第
５
次
基
本
計
画
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
2
0
3
0
年

度
ま
で
に
2
0
1
3
年
度
比
で
26
％
削
減
す
る
と
い
う
中
期
目
標
を

設
定
し
、
長
期
目
標
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
に
お
い

て
2
0
5
0
年
ま
で
に
80
％
削
減
を
目
指
す
と
し
て
い
た
。

突
然
の
1
0
0
％
削
減
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
驚
く
ほ
ど
に
、

反
対
の
声
は
少
な
く
、
少
な
か
ら
ぬ
企
業
は
、
こ
れ
に
呼
応
す
る

形
で
、
自
社
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
計
画
を
公
表
し
た
。

突
然
の
ネ
ッ
ト
・
カ
ー
ボ
ン

突
然
の
ネ
ッ
ト
・
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言

率
直
に
言
っ
て
、
簡
単
で
は
な
い
と
全
て
の
人
は
思
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
2
0
5
0
年
に
ネ
ッ
ト
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
目
指
す
と
し
て
い
た
欧
州
主
要
国
に
加
え
て
、
同
様
の

選
挙
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
た
バ
イ
デ
ン
候
補（
当
時
）が

今
や
大
統
領
と
し
て
、
気
候
変
動
を
最
重
要
事
項
の
一
つ
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
中
国
が
2
0
6
0
年
ま
で
の
同
様
の
宣
言
を

9
月
に
公
表
し
た
中
で
、
日
本
が
宣
言
す
る
こ
と
は
、
自
然
な
流

れ
と
捉
え
た
よ
う
だ【
図
1
】。
日
本
に
わ
ず
か
に
遅
れ
て
宣
言
を
し

た
韓
国
を
含
め
、
も
は
や
、1
2
0
を
超
え
る
国
・
地
域
が
、
カ
ー

【図１】



「世界／日本のCO₂排出量」と「日本の省エネルギーの進展：全体像」

日本のCO₂排出量（2018年）

CO₂排出量
11.4億トン

産業部門
2.8億t
産業部門
2.8億t

業務部門
0.6億t
業務部門
0.6億t

家庭部門
0.5億t
家庭部門
0.5億t

運輸部門
2.0億t
運輸部門
2.0億t

エネルギー転換
4.6億t
エネルギー転換
4.6億t

エネルギー
起源CO2 
93％

エネルギー
起源CO2 
93％

非エネルギー
起源CO2 
7％

非エネルギー
起源CO2 
7％

その他　0.3億tその他　0.3億t
工業プロセス　0.4億t工業プロセス　0.4億t

世界のCO₂排出量（2017年）

日本における実質GDPとエネルギー消費効率の推移 エネルギー消費効率の各国比較（2018年）

国別排出割合
世界の排出量合計
約328億トン

アメリカ
14.5％
アメリカ
14.5％

その他
28.6％
その他
28.6％

中国
28.2％
中国
28.2％

インド
6.6％
インド
6.6％

ロシア
4.7％
ロシア
4.7％

韓国 1.8％韓国 1.8％

フランス 0.9％フランス 0.9％
イタリア 1.0％イタリア 1.0％
イギリス 1.1％イギリス 1.1％

オーストラリア 1.2％オーストラリア 1.2％
ブラジル 1.3％ブラジル 1.3％
メキシコ 1.4％メキシコ 1.4％

インドネシア 1.5％インドネシア 1.5％
カナダ 1.7％カナダ 1.7％ ドイツ 2.2％ドイツ 2.2％

日本 3.4％日本 3.4％

出所：資源エネルギー庁「2050年カーボンニュートラルの実現に向けた検討」（資料2）p.5, 総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会 第36回、2021年1月27日

出所：資源エネルギー庁「2050年カーボンニュートラルの実現に向けた検討」（資料2）p.6, 総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会 第36回、2021年1月27日

●日本のCO₂排出量は、世界で5番目。CO₂排出の内訳の太宗はエネルギー起源が占める。

●日本は、これまで経済成長と世界最高水準の省エネを同時に達成し続けている。
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ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
を
し
て
い
る
。
現
時
点
に
お
い
て
、

G
D
P
で
見
る
と
78
％
、
G
H
G
（
温
室
効
果
ガ
ス
）ベ
ー
ス
で
は

61
％
の
国
々
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ
れ
だ
け

の
国
々
が
2
0
5
0
年
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す

る
と
し
た
ら
、
2
0
5
0
年
時
点
で
の
半
減
と
い
う
2
℃
シ
ナ
リ

オ
は
、
そ
の
実
現
が
保
証
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

気
候
変
動
を
巡
る
議
論
は
、
ど
れ
だ
け
削
減
す
る
か
で
は
な
く
、

2
0
5
0
年
の
ネ
ッ
ト
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
如
何
に
実

現
す
る
か
に
移
行
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
た
め
に
、
4
種
類
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

第
一
が
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
を
節
減
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
進
め
れ

ば
進
め
る
ほ
ど
、
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
を
進
め
や
す
く
な
る
の
で
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
方
策
の
出
発
点
と
位
置
付

け
ら
れ
よ
う
。

ち
な
み
に
、
現
行
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、「
向
こ
う
20
年

間
で
35
％
の
原
単
位
の
改
善
」を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
考

え
方
は
、
1
9
7
3
年
以
降
の
二
度
に
わ
た
る
石
油
危
機
後
の
20

年
間
に
実
現
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
努
力
に
相
当
す
る
も
の
だ
。
石

油
価
格
が
一
気
に
３
ド
ル
／
バ
ー
レ
ル
程
度
か
ら
、
10
倍
以
上
と

な
っ
た
の
ち
の
20
年
間
で
の
努
力
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
史
の
中
で
の
最
大
限
の
努
力
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
は
困
難

で
も
、
そ
れ
く
ら
い
は
努
力
す
べ
し
と
の
考
え
に
基
づ
く
も
の
だ
。

向
こ
う
20
年
間
の
経
済
成
長
率
を
、
平
均
1
・
7
％
と
想
定
し
て

い
る
が
、
絶
対
量
で
は
約
7
％
程
度
の
削
減
と
な
る
。
仮
に
、
同

様
の
努
力
を
前
提
に
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
7
％
の
削
減
が
可
能
と
な

る
。
も
っ
と
も
、
現
実
の
削
減
率
は
、
実
現
し
た
成
長
率
に
よ
る
わ

け
で
、
こ
こ
数
年
の
成
長
率
は
、
0
・
8
％
程
度（
2
0
1
4
〜

2
0
1
8
年
平
均
）で
あ
る
た
め
、
結
果
と
し
て
、
よ
り
大
き
な
削

減
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
、
英
国
や
ド
イ
ツ
と
並
ん
で
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
進
ん
だ
国
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
近
時
改
善
率
が
、

鈍
化
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
一
段
レ
ベ
ル
の
高
い
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
と
な
ろ
う【
図
2
】。

具
体
的
に
は
、
発
電
部
門
、
産
業
部
門
、
民
生
部
門
、
輸
送
部

門
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
様
々
な
政
策
措
置
が
あ
り
う

る
。
発
電
部
門
で
は
、
熱
効
率
の
良
い
発
電
設
備
の
導
入
が
重
要

で
あ
り
、
産
業
部
門
で
は
、
設
備
の
い
っ
そ
う
早
い
更
新
が
重
要

で
あ
る
。
民
生
部
門
で
は
、
新
設
、
既
設
を
問
わ
ず
住
宅
や
、
建

築
物
に
お
け
る
断
熱
材
の
導
入
、Z
E
H（
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ハ
ウ
ス
）、
Z
E
B
（
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ル
）な
ど
の
建
物

全
体
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
Ｃ
Ｏ　
　２

 

排
出
ゼ
ロ
の
建
物
建
設
促
進
が
、
わ
か
り
や
す
い
政
策
と

な
っ
て
い
る
。
輸
送
部
門
で
は
、
燃
料
電
池
車
、
電
気
自
動
車
を

問
わ
ず
、
燃
費
の
良
い
自
動
車
が
望
ま
れ
る
。

【図２】

４
種
類
の

４
種
類
の

ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー



【図３】
再生可能エネルギーのポテンシャル

出所：経済産業省 貿易経済協力局「～エネルギー・電力～ 
事務局資料」（資料2）第1回インフラ海外展開懇談会、
2020年4月24日

再生可能エネルギーの資源ポテンシャルは、地域によって異なる

太陽光ポテンシャル
アジア太平洋地域は、降水量が多く、
砂漠地帯と比較すると実発電効率が低
い。 また、人口密集地域であり、未利
用の遊休地が少ない為、メガソーラー
の設置場所には限界もあり。

風力ポテンシャル
アジア太平洋地域は、一部の沿岸部を
除き、欧州と比較して風速が低く、ま
た、台風等の影響から、年間を通じた
安定的な風力エネルギーは得にくい。
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西
風
に
恵
ま
れ
て
安
定
的
な
風
が
吹
く
欧
州
と
異
な
る
う
え
、
陸

上
風
力
の
場
合
、
近
隣
の
住
民
か
ら
反
対
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
。
結
果
と
し
て
、
焦
点
は
洋
上
風
力
に
向
か
う
が
、
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
36
円
／
kWh
程
度
の
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
。

更
に
、
太
陽
光
に
せ
よ
、
風
力
に
せ
よ
、
短
所
は
、
こ
れ
ら
間
欠

性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
場
合
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
が
必
要
で
あ
り
、

一
定
の
シ
ェ
ア（
40
～
50
％
）を
超
え
る
と
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
コ
ス
ト

に
加
え
て
、
送
電
網
の
拡
充
も
必
要
と
な
り
シ
ス
テ
ム
コ
ス
ト
が
急

速
に
上
昇
し
て
い
く
と
、
当
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
で
は
分

析
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
と
し
て
、
日

本
で
期
待
さ
れ
る
地
熱
は
、
多
く
が
国
立
公
園
の
中
に
存
在
す
る
う

え
、
温
泉
へ
の
悪
影
響
を
心
配
す
る
温
泉
業
者
な
ど
の
支
持
を
受
け

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ
り
、
日
本
で
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

三
つ
目
が
原
子
力
で
あ
る
。
原
子
力
は
、
3
つ
の
E（E

nergy 
Security, Econom

ic Efficiency and Environm
ent

）に
優

れ
て
い
な
が
ら
、
福
島
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
来
、
10
年
が

経
と
う
と
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
安
全
性
確
保
に
係
る
懸

念
の
た
め
、
信
頼
回
復
が
で
き
て
い
な
い
。

し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
い
う
意
味
で
は
、
5
年
ほ

ど
の
備
蓄
が
あ
る
と
さ
れ
、
だ
か
ら
こ
そ
、
準
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
は
輸
入
だ
が
、
5
年
程
度
ま

で
取
り
換
え
燃
料
を
国
内
で
保
存
可
能
で
あ
る
か
ら
だ
。
石
油
は
、

2
0
0
日
近
い
備
蓄
を
有
す
る
が
、
ガ
ス
は
備
蓄
に
コ
ス
ト
が
か

か
り
、
2
〜
3
週
間
し
か
在
庫
が
無
い
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
期

待
の
星
で
あ
る
太
陽
光
も
風
力
も
備
蓄
は
き
か
な
い
。
余
剰
電
力

で
、
水
を
電
気
分
解
し
て
水
素
で
備
蓄
す
る
、
あ
る
い
は
蓄
電
池

で
蓄
電
す
る
方
法
は
、
大
量
に
行
う
と
大
き
な
コ
ス
ト
増
は
避
け

ら
れ
な
い
。

ま
た
、
日
本
の
場
合
は
、
他
の
電
力
コ
ス
ト
と
比
較
し
て
も
、

原
子
力
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
安
く
、
2
0
3
0
年
の
時
点
で

も
恐
ら
く
は
、2
0
5
0
年
の
時
点
で
も
最
も
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
福
島
で
は
、
未
だ
に
16
万
人
強
の
避
難
さ
れ
た
方
々

の
う
ち
、
2
割
程
度
が
帰
宅
で
き
な
い
と
さ
れ
、
帰
宅
で
き
る
方

も
、
も
は
や
、
避
難
先
に
生
活
基
盤
が
で
き
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
帰
宅
を
た
め
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
信
頼
を
回
復
す
る
近

道
は
な
い
。
住
民
の
方
々
と
、
透
明
性
を
も
っ
て
、
正
直
に
、
か
つ

緊
密
に
対
話
を
続
け
る
し
か
な
い
。
人
間
に
は
失
敗
は
あ
る
。
し
か

し
、
失
敗
は
成
功
の
母
で
も
あ
る
。
米
国
に
お
い
て
、
1
9
8
6
年

に
ス
ペ
ー
ス
・
シ
ャ
ト
ル「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」の
打
ち
上
げ
に
失

敗
し
て
、
7
人
の
飛
行
士
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
当
時

の
大
統
領
レ
ー
ガ
ン
氏
は「
未
来
は
、
臆
病
さ
に
基
づ
く
の
で
は

な
く
、
勇
敢
さ
か
ら
招
来
す
る
も
の
な
の
で
す
。
乗
組
員
た
ち

は
、
私
た
ち
を
未
来
に
導
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

私
た
ち
は
彼
ら
の
後
を
追
っ
て
継
続
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
す
」

と
演
説
し
、
皆
を
励
ま
し
た
。

現
行
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
原
子
力
発
電
は
、

2
0
3
0
年
に
お
い
て
、
20
〜
22
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
在
再
稼
働
が
許
さ
れ
た
9
基

部
門
を
問
わ
ず
、
共
通
の
課
題
は
、
追
加
コ
ス
ト
を
ど
の
よ
う

に
低
減
す
る
か
で
あ
り
、
目
標
の
提
示
の
一
方
で
、
強
力
な
助
成

措
置
が
必
要
だ
。
こ
の
結
果
と
し
て
、
投
資
回
収
期
間
が
早
ま
れ

ば
、
投
資
す
る
人
々
は
増
え
て
こ
よ
う
。
近
時
の
期
待
は
、
Ａ
I

や
I
O
T
等
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
。
こ

の
結
果
、
需
要
抑
制
や
需
要
の
適
正
化
が
行
わ
れ
れ
ば
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
設
備
を
最
小
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
長
所
は
、

供
給
者
の
み
な
ら
ず
、
需
要
者
も
努
力
す
れ
ば
、
対
応
可
能
な
点

で
あ
る
が
、
短
所
は
一
定
の
レ
ベ
ル
を
超
え
る
と
、
コ
ス
ト
高
に

な
る
こ
と
だ
。

二
つ
目
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
今
後
、
日
本
で

も
、
主
力
電
源
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

日
本
は
、
水
力
が
専
ら
で
あ
っ
た
が
、
も
は
や
、
自
然
環
境
を
破

壊
す
る
も
の
と
し
て
、
歓
迎
さ
れ
て
い
な
い
。
近
時
大
幅
に
増
え

て
い
る
の
は
、
太
陽
光
で
あ
り
、
風
力
発
電
で
あ
る
。
最
大
の
長

所
は
、
ど
こ
の
国
に
も
一
定
量
は
存
在
す
る
こ
と
だ
が
、
欠
点
は
、

天
気
任
せ
で
あ
り
、
稼
働
率
は
、
日
本
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
14
％
、

20
％
程
度
と
、
決
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
え
な
い
こ
と
だ【
図

3
】。
コ
ス
ト
は
、
近
時
10
年
ほ
ど
で
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
。
買

取
制
度（
F
I
T
）の
導
入
の
結
果
、
太
陽
光
の
場
合
、
メ
ガ
・

ソ
ー
ラ
ー
を
中
心
に
急
速
に
下
が
っ
て
き
て
お
り
、
昨
年
末
の
入

札
の
結
果
、
10
・
48
円
／
kWh
ま
で
低
下
し
た
。
10
年
間
で
、
75
％

近
い
低
減
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
低
価
格
で
発
電
で
き
る
場
所
は
、

限
り
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
風
力
に
お
い
て
は
、
偏



【図４】

5,000

5,500

設備容量[10MW]

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
20122010 206420622060 207020682066205420522050 20582056204420422040 20482046203420322030 2038203620282026202420222020201820162014

新増設の必要性:原子力20～22%の維持？
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出所：日本エネルギー経済研究所

●運転年数延長か、新規建設が必要

設備利用率
70％（1基100万kW相当で25基程度）
～90％（同30基程度）を想定

設備利用率
70％（1基100万kW相当で25基程度）
～90％（同30基程度）を想定
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の
ほ
か
、
審
査
中
の
7
基
、
そ
し
て
審
査
申
請
済
み
の
11
件
、
計

27
基
の
再
稼
働
は
、
少
な
く
と
も
必
要
と
さ
れ
る【
図
4
】。
原
子

力
の
信
頼
を
早
期
に
回
復
し
、
こ
れ
を
維
持
・
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

な
お
、
2
0
5
0
年
に
お
い
て
原
子
力
を
20
％
程
度
維
持
す
る

に
は
、
原
子
力
の
新
増
設
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。

四
つ
目
が
、
ガ
ス
、
石
油
、
石
炭
と
い
っ
た
化
石
燃
料
の
脱
炭
素

化
で
あ
る
。
化
石
燃
料
は
、
こ
れ
を
燃
や
す
と
、
Ｃ
Ｏ　
　２

 

が
出
て
き

て
し
ま
う
。
そ
れ
が
、
気
候
変
動
を
も
た
ら
し
た
主
要
因
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
、
化
石
燃
料
が
悪
い
の
で
は
な
い
。

悪
い
の
は
、
Ｃ
Ｏ　
　２

 

の
排
出
な
の
だ
。
そ
れ
な
ら
、
Ｃ
Ｏ　
　２

 

を
取
り
除

け
ば
よ
い
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
て
で
き
た
の
が
、
C
C
S
（
炭
素

貯
留
技
術
）に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ　
　２

 

を
除
い
た
水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
だ
。

当
所
も
、
昨
年
、
そ
の
実
証
実
験
の
一
角
に
参
加
し
た
。
サ
ウ

ジ
・
ア
ラ
ム
コ（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
国
営
石
油
会
社
）や
、
い
く

つ
か
の
日
本
企
業
と
協
力
し
て
、
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
・
ア
ン
モ
ニ

ア
を
日
本
に
運
び
、
こ
れ
を
ガ
ス
火
力
や
、
石
炭
火
力
と
混
焼
し
、

か
つ
、
ア
ン
モ
ニ
ア
専
焼
の
実
験
を
行
っ
た
。
実
験
は
成
功
し
、

ア
ン
モ
ニ
ア
を
使
用
し
た
分
だ
け
、
Ｃ
Ｏ　
　２

 

は
減
少
し
た
。
ア
ン
モ

ニ
ア
は
、
水
素
と
チ
ッ
ソ
の
化
合
物
で
あ
り
、
炭
素
を
含
ま
な
い

か
ら
だ
。
石
炭
火
力
は
、
一
定
の
改
造
を
行
え
ば
、
60
％
ま
で
混

焼
が
可
能
だ
そ
う
だ
。
ガ
ス
は
、
Ｃ
Ｏ　
　２

 

の
排
出
量
が
、
石
炭
の
半

分
と
い
う
が
、
石
炭
火
力
に
60
％
の
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
・
ア
ン
モ

ニ
ア
を
混
ぜ
れ
ば
、
ガ
ス
火
力
よ
り
排
出
Ｃ
Ｏ　
　２

 

が
少
な
く
な
る
。

当
所
と
ア
ラ
ム
コ
の
実
証
試
験
で
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を
選
ん
だ
理
由

は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
で
あ
れ
ば
、
輸
送
船
を
含
め
、
既
存
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
使
え
る
た
め
、
低
コ
ス
ト
で
実
現
で
き
る
か
ら
だ
。
液

化
し
て
運
ぶ
方
法
等
も
あ
る
が
、
新
し
い
液
化
船
等
を
造
る
必
要

が
あ
る
。
や
が
て
は
、
実
用
化
も
可
能
だ
ろ
う
が
、
初
期
段
階
で

は
、
ど
う
し
て
も
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
。
水
素
は
、
輸
送
用
に
は
、

30
円
／
Ｎ㎥（
ノ
ル
マ
ル
リ
ュ
ー
ベ
。
標
準
状
態
に
お
け
る
気
体
量
の

単
位
）に
ま
で
下
げ
る
必
要
が
あ
り
、
発
電
用
に
は
、
さ
ら
に
20
円

／
Ｎ㎥ 

に
ま
で
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。
今
の
水
素
の
コ
ス
ト
水
準
を

三
分
の
一
、
な
い
し
五
分
の
一
ま
で
下
げ
な
い
と
い
け
な
い
。
従
っ

て
、
実
用
化
は
、
2
0
3
0
年
前
後
ま
で
か
か
り
そ
う
だ
。
一
方
、

ア
ン
モ
ニ
ア
の
場
合
は
、
イ
ン
フ
ラ
さ
え
整
え
ば
、
2
0
2
0
年
の

半
ば
に
は
、
商
業
化
も
夢
で
は
な
い
。
ア
ン
モ
ニ
ア
は
有
毒
で
あ

る
が
、
発
電
用
な
ら
専
門
家
が
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
、
安
全
性

も
問
題
は
無
い
。

化
石
燃
料
の
脱
炭
素
化
は
、
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
に
限
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
技
術
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
出
て
き
た
二
酸
化
炭
素
を
資
源
と
し
て
使
い
、
閉
じ

込
め
て
し
ま
う
の
だ
。

典
型
例
が
、「
Ｃ
Ｏ　
　２

 

吸
収
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」だ
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
は
通
常
セ
メ
ン
ト
か
ら
作
る
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費

産
業
と
さ
れ
、
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ　
　２

 

は
大
き
い
。
同
技
術
は
、「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
造
過
程
で
石
炭
灰
な
ど
の
混
和
材
を
混
ぜ
て
、
セ
メ

ン
ト
の
量
を
減
ら
し
、
加
え
て
、
Ｃ
Ｏ　
　２

 

を
硬
化
剤
と
し
て
吸
収
さ

せ
て
、
通
常
よ
り
硬
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
作
る
こ
と
に
な
る
。
混

和
材
や
Ｃ
Ｏ　
　２

 

を
混
ぜ
る
比
率
が
高
ま
れ
ば
、
や
が
て
は
、
セ
メ
ン

ト
製
造
工
程
で
生
じ
る
Ｃ
Ｏ　
　２

 

よ
り
も
吸
収
Ｃ
Ｏ　
　２

 
が
多
く
な
る
と

さ
れ
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
カ
ー
ボ
ン
技
術
と
し
て
も
、
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
現
在
の「
Ｃ
Ｏ　
　２

 

吸
収
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」は
、
鉄
の
酸
化
を

お
こ
し
や
す
く
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
使
え
な
い
と
さ
れ
る
が
、

こ
れ
を
乗
り
越
え
る
技
術
開
発
も
進
ん
で
お
り
、
そ
の
成
功
を
期

待
し
た
い
。
こ
の
ほ
か
、
水
素
と
Ｃ
Ｏ　
　２

 

を
混
ぜ
て
、
合
成
ガ
ス
や

合
成
燃
料
を
作
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
化
石
燃
料
の
脱
炭
素
化

の
欠
点
は
、
現
時
点
で
は
、
代
替
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
比
べ
て
、

コ
ス
ト
が
３
～
５
倍
高
い
こ
と
だ
。
し
か
し
、
技
術
開
発
に
よ
り
、

二
酸
化
炭
素
捕
獲
コ
ス
ト
等
が
低
下
し
、
さ
ら
に
、
多
く
の
企
業
、

国
で
使
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
拡
大
し
、
ス
ケ
ー
ル
・

メ
リ
ッ
ト
か
ら
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
更
に
進
む
と
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
水
素
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
余
剰
電
力
を
使
っ

て
、
水
の
電
気
分
解
に
よ
り
作
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
欧
州
諸

国
は
、
恵
ま
れ
た
風
力
発
電
等
を
使
い
、
水
素
を
製
造
す
る
こ
と

に
熱
心
だ
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ベ
ー
ス
の
水
素
を
グ
リ
ー
ン
水
素
と
い
い
、

化
石
燃
料
ベ
ー
ス
の
水
素
を
ブ
ル
ー
水
素
と
い
う
。
現
時
点
で
は
、

ブ
ル
ー
水
素
の
方
が
安
価
で
あ
る
が
、
や
が
て
グ
リ
ー
ン
水
素
も

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
と
っ

て
は
、
ど
ち
ら
も
輸
入
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、「
色
を
問
わ
な
い
。

安
い
方
が
良
い
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
原
子
力
の
余
剰

電
力
で
も
水
素
は
作
ら
れ
る
。
ど
ん
な
作
り
方
で
も
よ
い
。
安
価



「2050年カーボンニュートラル」電源構成シナリオ案（基本政策分科会からの提起）
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❺産業側のデジタル化や社会変容と
いった需要側のシナリオ（複数）

❹水素や火力の
　選択肢を幅広く
　考えたシナリオ

❸原子力の電源構成を
　20～22％維持する
　シナリオ

❷再エネ比率が
　大きい、あるいは
　小さいシナリオ

❶再エネ100％意見に
　沿ったシナリオ

【小さい例】
【大きい例】

【例②】
【例①】

【例】

【例】 再エネ100％再エネ100％

10％10％10％10％

10％10％10％10％

10％10％10％10％

10％10％ 10％10％10％10％再エネ70％再エネ70％

再エネ60％再エネ60％

再エネ60％再エネ60％

再エネ60％再エネ60％ 20％20％

20％20％

20％20％

20％20％20％20％20％20％再エネ40％再エネ40％

■再生可能エネルギー　■水素・アンモニア　■CCUS+化石火力　■原子力

水素・アンモニア水素・アンモニア

原子力原子力

CCUS+化石火力CCUS+化石火力

例：デジタル化による電力需要増・省エネ進展、社会変容による省エネ進展など
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に
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
リ
テ
ィ
へ

の
大
き
な
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。
水
素
社
会
が
、
温
暖
化
防
止
へ

の
突
破
口
と
な
る
と
さ
れ
る
所
以
だ
。

以
上
4
種
類
の
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
紹
介
し
た

が
、
日
本
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
ど
れ
も
完
璧
な
も
の
は
無
い
。
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
す
べ
て
の
部
門
で
可
能
だ
が
、
一
定
の
限
度
を

超
え
る
と
、
高
コ
ス
ト
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
で
、
コ
ス
ト
は
大
き
く
下
が
っ
た
が
、

日
本
の
場
合
、
そ
ろ
そ
ろ
低
下
に
陰
り
が
出
て
き
て
い
る
。
太
陽

光
、
風
力
も
、
設
備
利
用
率
は
決
し
て
高
く
は
な
く
、
適
地
に
も

限
り
が
あ
る
。
地
震
、
台
風
な
ど
災
害
対
応
の
た
め
、
一
般
的
に

建
設
コ
ス
ト
が
高
い
。
ま
た
、
一
定
の
シ
ェ
ア
を
超
え
る
と
統
合

コ
ス
ト
に
よ
り
、
コ
ス
ト
が
上
が
り
始
め
る
。
原
子
力
は
、
信
頼

回
復
に
時
間
を
要
す
る
。
化
石
燃
料
の
脱
炭
素
化
は
、
化
石
燃
料

は
豊
富
だ
が
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
時
間
を
要
す
る
。

結
局
は
、
日
本
に
と
っ
て
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
コ
ス
ト
を
見

定
め
つ
つ
最
大
限
に
行
い
、
一
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
特
化
す
る
こ

と
な
く
、
他
の
３
種
類
の
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最

適
な
組
み
合
わ
せ
を
見
つ
け
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
リ
オ
・
ア
プ
ロ
ー

チ
が
望
ま
れ
て
い
る
。

昨
年
の
10
月
初
旬
に
議
論
を
開
始
し
て
、
6
カ
月
に
な
る（
3
月

中
旬
時
点
）。
基
本
政
策
分
科
会
の
み
な
ら
ず
、
資
源
燃
料
部
会
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
に
加
え
、
様
々
な
Ｗ
Ｇ
も
フ
ル
稼
働
し
て
い

る
と
い
っ
て
よ
い
。
新
た
な
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
技
術
に
つ
い
て
は
、

昨
年
末
に
、
内
閣
官
房
の
成
長
戦
略
会
議
が「
グ
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
戦
略
」を
公
表
し
、
14
種
類
の
技
術
戦
略
を
明
ら
か
に
し
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
な
絵
姿
が
見
え
て
く
る
に
は
、
さ
ら

に
２
〜
3
カ
月
を
必
要
と
し
そ
う
だ
。
将
来
像
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
あ

る
の
は
、
基
本
政
策
分
科
会
が
昨
年
末
に
公
表
し
た「
2
0
5
0
年

の
各
電
源
の
整
理（
案
）」で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
2
0
5
0
年
の
発
電
電
力
量
の
約
5
〜
6
割
、
原
子
力
と

C
C
U
S
と
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
を
合
わ
せ
て
約
３
～
４
割
、
水

素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
を
約
1
割
と
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
た
た
き
台

に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
後
、
分
科
会
の
委
員
の
意
見
と
し
て
、
5
つ
以
上
の
シ
ナ
リ

オ
も
提
起
さ
れ
た
。

第
一
に
、
再
エ
ネ
１
０
０
％
と
す
る
案
。

第
二
に
、
再
エ
ネ
が
大
き
い
比
率
の
案
と
し
て
、「
再
エ
ネ
70
％
、

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
10
％
、
C
Ｃ
Ｕ
Ｓ
＋
化
石
火
力
10
％
、
原
子
力

10
％
」と
す
る
案
、
さ
ら
に
、
再
エ
ネ
が
少
な
い
比
率
の
案
と
し
て

「
再
エ
ネ
40
％
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
20
％
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
化
石
火

力
20
％
、
原
子
力
20
％
」と
す
る
案
。

２
０
５
０
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス

２
０
５
０
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス

に
向
け
た
議
論
の
現
状

に
向
け
た
議
論
の
現
状

第
三
に
、
原
子
力
を
現
行
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス
の
20
〜
22
％

を
維
持
す
る
案
と
し
て
、「
再
エ
ネ
60
％
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア

10
％
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
＋
化
石
火
力
10
％
、
原
子
力
20
％
」と
す
る
案
。

炭
素
循
環
シ
ナ
リ
オ
の
意
味
す
る
も
の

炭
素
循
環
シ
ナ
リ
オ
の
意
味
す
る
も
の

第
四
に
、
水
素
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
付
き
火
力
の
選
択
肢
を
幅
広
く
考
え

る
案
と
し
て
、「
再
エ
ネ
60
％
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
20
％
、
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
＋
化
石
火
力
10
％
、
原
子
力
10
％
」、
及
び
、「
再
エ
ネ
60
％
、

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
10
％
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
＋
化
石
火
力
20
％
、
原
子

力
10
％
」と
す
る
案【
図
5
】。

第
五
に
、
産
業
側
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
社
会
変
容
と
い
っ
た
需

要
側
の
シ
ナ
リ
オ
を
複
数
設
け
る
べ
き
と
し
て
、「
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
電
力
需
要
増
、
省
エ
ネ
進
展
、
社
会
変
容
に
よ
る
省
エ
ネ
進

展
な
ど
」と
す
る
案
。
な
お
、
原
子
力
比
率
を
20
％
と
す
る
場
合

は
、【
図
４
】で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
新
増
設
は
不
可
欠
と
な
る
。

そ
し
て
、
各
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
、「
公
益
財
団
法
人
地
球
環
境

産
業
技
術
研
究
機
構
」が
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
分
析
の
前

提
、
諸
元
と
と
も
に
、
示
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。
4
月
に

は
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
2
0
5
0
年
に
加
え
て
、
2
0
3
0

年
の
議
論
を
深
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
当
所
は
、
毎
年
10
月
に
は
、
2
0
5
0
年
ま
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
を
、
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
と
と
も
に
公
表
し

て
い
る
が
、
昨
年
は
、「
炭
素
循
環
シ
ナ
リ
オ
」を
併
せ
て
公
表
し

た
。
当
所
は
、
通
常
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
の
延
長
を
想
定
し
た「
レ

フ
ァ
ラ
ン
ス
・
シ
ナ
リ
オ
」の
ほ
か
、
今
の
技
術（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
原
子
力
）を
最
大
限
活
用
し
て
Ｃ
Ｏ　
　２

 

を
減
ら

【図５】



【図7】
2020年12月下旬から１月中旬における電力需給の状況

スポット市場価格の推移　1月8日の電力需要実績
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［1/13（水）］

日平均価格154.6円/kWh
［1/13（水）］

日最高価格
日平均価格

全国7地域でピーク需要（最大電力）が事前の見通しを上回った

厳寒想定需要：541万kW
ピーク需要：522万kW

見通し比 97％北海道

1,455万kW
1,480万kW

102％東北

2,353万kW
2,409万kW

102％中部

504万kW
507万kW

101％四国

530万kW
534万kW

101％北陸

1,097万kW
1,124万kW

102％中国

2,555万kW
2,561万kW

100％関西

1,567万kW
1,595万kW

102％九州

5,298万kW
4,815万kW

91％東京

出所：「今冬の電力需給及び市場価格の動向について」（経済産業省　令和３年１月２７日）および新聞報道を基に作成

●12月下旬から1月にかけて、強い寒気の影響もあり、電力需要は昨年度の同期間と比べ大幅に増加（約1割）。
●電力広域的運営推進機関から、発電設備の最大出力運転指示や、電力会社間の融通指示等を行うことにより、安定供給に必要な
予備率（3％）を確保。

●寒波に伴う日中韓等によるLNG需要増加、世界各地のLNG供給設備（米国、豪州、北欧など）のトラブル多発による供給量低下、
パナマ運河の通峡船の渋滞による輸送日数の長期化などの要因により、昨年末より北東アジア向けのLNG価格が急騰。

●12月下旬以降、寒さによる電力需要の増加等を受け、スポット市場価格が高騰。一時、最高価格は250円/kWh、平均価格は150円
/kWhを超える水準まで価格が高騰。

　  ※2020年度の年間平均は12.1円/kWh。過去には16.5円/kWh（2013年度）等、さらに高水準であった年も存在。

●高騰が続く市場価格への対応として、1/15（金）に供給力不足時の精算金の上限を200円/kWhとする措置を発表。これに加え、
市場関連情報の公開、市場監視等の対策を実施。

【図6】
化石燃料消費量は変わらず排出量は大きく減少

出所：日本エネルギー経済研究所「IEEJ Outlook 2021」（2020年10月）

※1: 「IEEJアウトルック2021」 気候変動シナリオ分析を参照
※2: 気候変動に関する政府間パネル(IPCC)5次評価報告書(ARS)
で整理されている「RCP2.6」における排出パスを設定
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CO₂排出量は、技術進展シナリオからさらに５Gt削減され、2℃費用最小化パスに近づく。
一次エネルギー需要における化石燃料全体に対する依存度は技術進展ケースとほぼ同じ（67%）だが、化石燃料間
では、石油・石炭から主なブルー水素の原料となる天然ガスへの振替が発生する。
化石燃料消費は全体として大きく変わらない中で、CO₂の排出量は大幅に削減される。
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す「
技
術
進
展
シ
ナ
リ
オ
」を
有
し
て
い
る
。

今
回
発
表
し
た「
炭
素
循
環
シ
ナ
リ
オ
」は
、「
技
術
進
展
シ
ナ
リ

オ
」に
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
や
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
等
化

石
燃
料
の
脱
炭
素
化
技
術
を
一
定
量
導
入
す
る
と
、
Ｃ
Ｏ　
　２

 

は
ど
う

な
る
の
か
、
そ
の
場
合
の
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
う
な
る
か
を
計
量

モ
デ
ル
を
使
っ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の
だ【
図
6
】。「
技
術

進
展
シ
ナ
リ
オ
」に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ　
　２

 

は
現
在
の
レ
ベ
ル
か
ら
、
世
界
全

体
で
25
％
減
少
す
る
。
そ
こ
に
、
化
石
燃
料
の
一
定
の
脱
炭
素
化
を

加
え
る「
炭
素
循
環
シ
ナ
リ
オ
」で
は
、
40
％
ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
だ
。
つ
ま
り
、
化
石
燃
料
の
脱
炭
素
化
を
も
う
少
し
加
え
れ

ば
、
2
℃
シ
ナ
リ
オ
と
い
わ
れ
る
半
減
は
、
不
可
能
で
は
な
い
。

こ
の
場
合
、
実
は
、
化
石
燃
料
の
構
成
を
大
き
く
減
ら
す
必
要
が

無
い
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
、
水
素
等
の
輸
出
先
は
、
中
東
で
あ

り
、
こ
れ
に
、
米
国
、
ロ
シ
ア
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

興
味
を
も
た
れ
る
向
き
は
、
是
非
、
当
所
の
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
を
ご

覧
頂
き
た
い（
※
1
）。
こ
こ
で
は
詳
細
は
記
さ
な
い
が
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
明
確
だ
。
化
石
燃
料
の
輸
出
国
が
、
化
石
燃
料
の
脱
炭
素
化
に

努
め
る
と
、
気
候
変
動
防
止
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
国
の
繁

栄
に
も
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
同
じ
化
石
燃
料
を
使
っ
て

も
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
等
の
追
加
コ
ス
ト
を
吸
収
し
な
い
と
競
争
力
が
出
な
い

こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
収
益
は
、
一
定
程
度
減
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
つ
ま
り
、
化
石
燃
料
は
、
座
礁
資
産
に
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ

だ
け
に
頼
っ
て
国
を
繁
栄
さ
せ
る
に
は
十
分
で
は
な
い
こ
と
に
な

る
。
現
在
進
め
て
い
る
多
角
化
路
線
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
。

し
か
し
、
化
石
燃
料
も
相
当
程
度
、
役
立
つ
と
い
う
こ
と
は
朗
報
で

あ
り
、
産
出
国
も
消
費
国
も
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
対
応
は
比

較
的
容
易
と
な
る
。
産
消
協
力
に
よ
り
、
気
候
変
動
対
応
と
、
国
家

の
繁
栄
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
テ
ー
マ
か
ら
は
一
見
離
れ
る
が
、
今
冬
の
日
米
の
電
力
危

機
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
厳
冬
の
た
め
、
ま
ず
、
日
本
に
お
い

て
、
卸
電
力
価
格
が
高
騰
し
、
電
力
危
機
が
起
き
そ
う
に
な
り
、

米
国
テ
キ
サ
ス
で
は
、
計
画
停
電
の
導
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

日
本
で
は
、
厳
冬
が
、
電
力
需
要
を
平
年
と
比
べ
10
％
程
度
増

加
さ
せ
、
一
方
で
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
量
を
低
下
さ
せ
た
。

慌
て
て
、
ガ
ス
火
力
の
稼
働
率
を
上
げ
よ
う
と
し
た
が
、
厳
冬
ゆ

え
に
、
中
国
等
周
辺
国
も
ガ
ス
の
調
達
量
を
増
や
し
た
の
で
、
ス

ポ
ッ
ト
L
N
G
価
格
が
高
騰
し
た
。
卸
価
格
連
動
型
の
価
格
契
約

を
結
ん
で
い
た
消
費
者
は
悲
鳴
を
上
げ
、
卸
市
場
か
ら
の
調
達
を

専
ら
と
し
た
一
部
の
小
売
り
事
業
者
は
経
営
の
危
機
に
陥
っ
た
。

幸
い
、
一
カ
月
弱
で
事
態
は
収
拾
し
た
が
、
卸
価
格
に
上
限
を
設

け
る
こ
と
な
ど
が
、
政
策
の
方
向
性
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
小
売
り
の
自
由
化
と
は
何
だ
っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
に
な
る【
図
7
】。

※
１　

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所「
I
E
E
J
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
２
０
２
１
」　

https://eneken.ieej.or.jp/w
hatsnew

_op/201016teireiken.htm
l

日
本
と
米
国
の
電
力
危
機
が

日
本
と
米
国
の
電
力
危
機
が

意
味
す
る
も
の

意
味
す
る
も
の

https://eneken.ieej.or.jp/whatsnew_op/201016teireiken.html
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豊と
よ

田だ

正ま
さ

和か
ず

一
般
財
団
法
人

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所　

理
事
長

1
9
4
9
年　

東
京
都
出
身
。

〈
職
歴
〉

東
京
大
学
法
学
部
卒
業
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
M
P
A
修
士
。
1
9
7
3
年
通
商
産
業
省
入
省
、

2
0
0
6
年
通
商
政
策
局
長
、2
0
0
７
年
経
済
産
業
審
議
官
。
2
0
1
0
年
よ
り（
一
財
）

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
理
事
長
。

〈
委
員
等
〉

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁「
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基
本
政
策
分
科
会
」委
員
等

今
回
の
問
題
は
、
第
一
に
、
予
備
率
を
高
め
に
維
持
す
る
必
要

性
を
示
し
、
第
二
に
、
太
陽
光
、
風
力
に
依
存
す
る
再
エ
ネ
と
、

備
蓄
が
困
難
な
ガ
ス
火
力
の
脆
弱
性
を
示
し
た
の
で
は
な
か
っ
た

の
か
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
蓄
電
池
な
ど
の
大
き
な
投
資
を
し
な

い
限
り
備
蓄
で
き
な
い
。
ガ
ス
も
、
石
油
、
石
炭
と
違
っ
て
備
蓄

に
は
多
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

ま
ず
、
予
備
率
に
つ
い
て
だ
が
、
最
低
レ
ベ
ル
の
３
～
４
％
に
近

づ
い
て
い
る
こ
と
の
問
題
点
だ
。
自
由
化
で
競
争
を
し
て
い
る
た
め

に
、
7
〜
8
％
と
い
う
高
い
予
備
率
の
維
持
は
困
難
で
あ
る
。
行
う

べ
き
は
、
容
量
市
場
を
用
い
て
、
容
量
を
増
や
し
て
お
く
こ
と
だ
ろ

う
。
た
だ
し
、
容
量
が
あ
っ
て
も
、
今
回
の
よ
う
に
、
ガ
ス
の
ス

ポ
ッ
ト
市
場
か
ら
の
入
手
が
困
難
で
あ
り
、
価
格
が
高
騰
し
た
場
合

に
は
、
大
き
な
助
け
に
は
な
ら
な
い
。
改
め
て
重
要
性
を
見
直
さ
れ

る
の
は
、
原
子
力
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
五
年
間
相
当
の
備
蓄
が
あ

る
の
だ
か
ら
。
短
中
期
の
課
題
と
し
て
は
、
再
稼
働
の
加
速
化
で
あ

る
。
司
法
が
安
全
審
査
ま
で
入
り
込
ん
だ
判
断
は
、
手
続
き
事
項
に

専
念
す
る
欧
米
主
要
国
の
考
え
方
に
そ
ろ
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま

た
、
特
定
重
大
事
故
対
処
施
設
が
、
猶
予
期
間
中
に
完
成
し
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
こ
れ
も
欧
米
主
要
国
の
考
え
方
を
見
習
い
、
代
替
措

置
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

米
国
の
状
況
も
、
大
き
く
は
違
わ
な
い
。
10
年
に
一
度
以
上
に

ま
れ
な
厳
冬
に
よ
り
、
需
要
が
増
加
し
た
う
え
、
風
力
用
タ
ー
ビ

ン
の
凍
結
、
ガ
ス
供
給
の
支
障
等
が
生
じ
た
よ
う
だ
。
一
方
、
原

子
力
は
、
短
期
間
点
検
の
た
め
の
一
部
停
止
は
あ
っ
た
も
の
の
、

基
本
的
に
フ
ル
稼
働
を
続
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
米
国
で
も
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
在
り
方
な
ど
の
議
論
が
改
め
て
な
さ
れ
て

い
る
。

気
候
変
動
を
巡
っ
て
、
投
資
金
融
に
係
る
国
際
ル
ー
ル
づ
く
り

が
始
ま
っ
て
い
る
。
欧
州
が
熱
心
ゆ
え
に
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
（
地
球
温

暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
投
資
行
動
の
適
・
不
適
を
分
類
す
る
こ
と
）

や
、
天
然
ガ
ス
の
メ
タ
ン
規
制
な
ど
が
、
Ｅ
Ｕ
を
中
心
に
次
々
と

作
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
。

重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

Ｅ
Ｕ
は
、
気
候
変
動
に
極
め
て
真
摯
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
こ

と
は
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
風
力
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
ゆ

え
に
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
偏
重
で
あ
り
、
化
石
燃
料
の
脱
炭
素
化
を

軽
視
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
、
Ｅ
Ｕ
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
日
本
を
含
め
た
他
国
の
受
動
的
対
応
に
あ
る
の
だ
ろ

う
。
今
後
、
化
石
燃
料
の
脱
炭
素
化
に
関
し
て
、
特
に
C
C
S
や

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
標
準
等
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
日
本
は
、
イ
ン
ド
、
A
S
E
A
N
等
イ
ン
ド
太

平
洋
諸
国
、
そ
し
て
中
東
や
米
国
な
ど
と
と
も
に
、
ル
ー
ル
・
メ
イ

キ
ン
グ
に
、
積
極
的
に
参
画
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

日
本
の
望
ま
し
き
対
応

日
本
の
望
ま
し
き
対
応

国
際
ル
ー
ル
・
メ
イ
キ
ン
グ
の
現
状
と

国
際
ル
ー
ル
・
メ
イ
キ
ン
グ
の
現
状
と

日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

こ
れ
ま
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
か
う
日
本
の
課
題

に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
て
き
た
。
最
後
に
、
日
本
の
望
ま
し
き
対

応
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
日
本
や
ア
ジ
ア
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
賦
存
量
を

踏
ま
え
て
、
現
実
的
な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
策
を
考
え
る
こ

と
。
そ
れ
は
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
導
入
す
る
が
、
限
界

が
あ
る
こ
と
も
認
識
す
る
こ
と
だ
。

第
二
に
、
ほ
と
ん
ど
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
海
外
か
ら
の
輸

入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
日
本
に
と
っ
て
の
原
子
力
の
重
要
性
を

再
認
識
す
る
こ
と
だ
。
5
年
近
い
備
蓄
相
当
を
有
す
る
こ
と
を
認

識
し
、
そ
の
安
全
保
障
上
の
重
要
性
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
信

頼
回
復
を
加
速
化
す
る
こ
と
だ
。

第
三
に
、
再
エ
ネ
、
原
子
力
の
ほ
か
に
、
化
石
燃
料
の
脱
炭
素

化
と
い
う
大
き
な
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
の
分
野
が
あ
る
こ
と
を
世
界

に
示
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
気
候
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
存

状
況
に
共
通
点
を
持
つ
イ
ン
ド
・
太
平
洋
諸
国
や
、
化
石
燃
料
の

産
出
国
た
る
中
東
諸
国
や
米
国
と
協
力
の
立
場
を
構
築
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
仲
間
づ
く
り
だ
。

第
四
に
、
こ
れ
ら
を
巡
っ
て
の
国
際
ル
ー
ル
づ
く
り
に
、
大
い

な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
振
る
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、
日
本
の
た

め
で
も
あ
る
が
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
た
め
で
も
あ
り
、
気
候

変
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
世
界
の

た
め
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
。


